
中長期インターンシップ支援金実施要項 

 

（平成３０年３月２９日学長決裁） 

（令和４年６月１日最終改正） 

（目的） 

第１条 この要項は，支援基金規程第４条第２号の事業として，中長期インターンシップを

活用して実務的なスキルや経験を積み，自分の適性や実力を把握しようとする学生や，地

域課題解決型教育（PBL）を通じて地域の課題解決に貢献しようとする学生を応援するこ

とを目的とし，島根大学支援基金（以下「支援基金」という。）から支給する中長期イン

ターンシップ支援金（以下「支援金」という。）について，必要な事項を定める。 

 （定義） 

第２条 この要項において，中長期インターンシップとは，企業体験等や PBL型教育を通

じて実施した地域課題解決活動で，受け入れ先からの報酬を伴わない実研修日数の合計

が当該年度において１０日以上のものをいう。 

（資格） 

第３条 当該支援金に申請できる者（以下「申請者」という。）は，本学の学部学生及び大

学院生のうち，前条に規定する中長期インターンシップに参加する者とする。 

（事業費） 

第４条 本事業は，支援基金委員会の議を経て，基金担当理事から予め通知された事業費に

より実施する。 

（支給額等） 

第５条 支援金の支給額は，一人当たり３万円とし，第７条に掲げる選考結果を踏まえて１

０名の範囲内で支給する。 

２ 支援金は，学部及び研究科それぞれの修業年限に１回支給することができる。 

（申請） 

第６条 前条の支援金の受給を希望する者は，大学が指定する日までに，中長期インターン

シップ支援金申請書（別紙様式第１号）を提出しなければならない。 

（選考・決定） 

第７条 教育・学生支援担当理事（以下「理事」という。）は，前条に掲げる申請書の提出

があったときは，支援基金選考会議（以下「選考会議」という。）において申請内容を審

査のうえ，支援金受給者（以下「受給者」という。）を決定する。 

２ 選考会議に関し，必要な事項は，別に定める。 

（決定通知） 

第８条 理事は，前条の規定により支援金支給の可否を決定したときは，中長期インターン

シップ支援金支給決定通知（別紙様式第２号）又は中長期インターンシップ支援金不支給

決定通知（別紙様式第３号）により，申請者へ通知するものとする。 

（支援金の支給取消し） 

第９条 受給者が当該年度途中に，次のいずれかに該当する場合は，支援金を支給しない。 

 一 第３条に定める資格を満たさなくなったとき 

 二 退学又は転学したとき 

 三 懲戒処分を受けたとき 



 四 前各号のほか，虚偽の申請等受給者として適当でない事実があったとき 

（支援金の返納義務） 

第１０条 受給者が前条各号に該当する場合において，当該年度にすでに支援金を受給し

ている場合は，期間を定めて返還を命じることができる。 

（報告） 

第１１条 受給者は，支援金の支給対象となったインターンシップが終了したときは，速や

かに中長期インターンシップ実施報告書（別紙様式第４号）により報告しなければならな

い。 

（事務） 

第１２条 本事業の事務は，関係する各部，課及び事務部の協力を得て，学生支援課におい

て処理する。 

（その他） 

第１３条 この要項に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

   附 則 

 この要項は，平成３０年４月１日から実施する。 

   附 則（平成３１年４月１７日一部改正） 

 この要項は，令和元年５月１日から実施する。 

   附 則（令和２年３月５日一部改正） 

 この要項は，令和２年４月１日から実施する。 

   附 則（令和２年８月１８日一部改正） 

 この要項は，令和２年８月１８日から実施する。 

   附 則（令和３年４月１日一部改正） 

 この要項は，令和３年４月１日から実施する。 

   附 則（令和４年６月１日一部改正） 

 この要項は，令和４年６月１日から実施する。 

 


